
校 長 大給 善仁

立春を迎えたとはいえ，まだまだ寒い日が続きます。春の陽気が待ち遠しいこの季節になると，

「冬来りなば春遠からじ」の詩を思い出し，寒さや辛さにめげてしまいそうな自分を奮い立たせます。

さて，３学期もあと一か月余りとなり，学校では６年生が卒業に向けての取組を始めました。他の

学年も，今，身に付けておかなければならない学習や行動等をしっかり定着させて修了式を迎え

られるよう，まとめを行っているところです。学校では，この３学期は進級・進学に向けた「節目」の

学期と言えます。

ところで，西浦にも竹林がたくさんありますが，竹は多くの樹木と比べてあま

り太くはないですが外部からの力に耐える強さは鉄筋以上と言われています。

中国ではその原理を生かして，工事現場の足場は鉄の代わりに竹で作りま

す。その強さは竹の幹にある「節」に秘密があります。背の高い竹でも節があ

ることで強風にも耐え，しなやかで折れにくくなっています。

進級する子供たちはこの１年間，卒業生は小学校生活６年間のまとめの時

期が，竹に例えるとまさに節にあたります。次の学年に向けて，しっかりとした

節を作ることで，強固でしなやかな成長を生むことになります。竹は太陽の光

や土の養分を受けて節を作りながら成長するならば，子供たちは親や周りの協力をもらって節を

作って成長します。

そして，次の学年に耐えられる丈夫な節を作るためには，自分自身の努力と経験も必要です。

先日，日米の野球で殿堂入りを果たした元プロ野球選手のイチロー選手に「今までに，これだ

けはやったと言える練習はありますか。」と質問をしたところ，「高校生活の3年間，1日にたった10

分ですが，寝る前に必ず素振りをしました。その10分の素振りを1年365日，3年間続けました。これ

が誰よりもやった練習です。」と答えたそうです。イチロー選手の高校３年間の毎日10分の努力の

積み重ねは，どんな苦しさにも負けず世界で有名な選手になるまでの節作りの一つだったと言え

るでしょう。

子供たちが毎日続けている努力も長い日数を積み重ねれば大きな成果に結びつきます。

進学・進級は間もなくです。子供たち一人一人の節作りを支援していきます。

２/４（火）～８（土） 今年も雪が積もりました】
前日に立春を迎えたのですが，西浦では積雪があり，今年も校庭が銀世界に包まれました。寒

波の影響から，今年は例年よりも長い期間，校庭に雪が積もりました。

登校してきた子供たちは，みんな元気いっぱい大喜びです。荷物を片づけた後，笑顔いっぱい

に校庭に集まってくる子供たち。雪だるまを作ったり雪合戦をしたり，ふかふかの雪の上に寝転がっ

てみたりと，みんなで雪遊びを楽しんだ数日間となりました。

「 節目 」 を大切に

小規模校特認校 姶良市立西浦小学校

「花とポエムと少年消防クラブ」

にしうら
学校だより令和７年２月



 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

４日（火）なわとび大会（２校時） 

６日（木）スクールカウンセラー来校 

７日（金）お別れ遠足（６年生を送る会）  

11日（火）あいあい号 

18日（火）卒業式予行 

19日（水）卒業式準備 

24日（月）卒業式 

25日（火）修了式・離任式 

あいあい号 

◇ 入賞おめでとう ◇ 

【防火ポスターコンクール】 

金賞 ２年 藤崎 陽音さん 

銀賞 1年 江田 彩乃さん 

〃 2年 岩下 悠真さん 

〃 4年 岩下 由珠さん 吉元 詩織さん 

銅賞 1年 中城 瑛太さん 若久 白さん 

 〃 2年 橋爪 奏さん  川畑 杏さん 

      篠原 月夏さん 

 〃 4年 末吉 玲菜さん 

 〃 6年 寺園 雅希さん 

【「あいらっ子」あいさつ運動標語】 

入選 5年 山田 つぐみさん 

   「あいさつで みんな笑顔の 通学路」 

〃 4年 篠原 かれんさん 

  「あいさつで みんなの心 カラフルに」 

【1/21(火) 児童集会「カルタ取り大会」】 

今年初の児童集会では，カルタ取り大会を行

いました。子供たちが冬休み中に作成した手作

りカルタを使用しました。3つのグループに分か

れたカルタ取り，とても盛り上がり大きな歓声

が上がっていました。小規模校ならではの異学

年交流の一つとなりました。 

【1/2４～１/30 学校給食週間の取組】 

1/27（月），藤﨑栄養教諭に来校いただき，「食べ物に関する指導」を全学年で実施しました。食べ物のひみ

つを学んだり，1食分の献立について栄養を考えながら作ったりすることができました。１/28（火）朝の健康

タイムでは，クイズを交えながら学校給食の歴史について学んでいきました。私たちの生活の基本となる，とて

も大切な食。給食週間で学んだことを，これからの豊かな食生活に生かしてほしいと思うことでした。 

【２/７(金) 収納教室】 

 家庭教育学級の活動として，東芳子先生を講師にお招

きし，収納教室を実施しました。「片付けは子供たちの生

きる力育成にもつながる」というお話もありました。 

【１/14(火) お茶とのふれあい事業】 

 日本茶インストラクターの方を講師としてお招きし、お

茶とのふれあい事業を実施しました。 

 参加した５・６年生は最初に３種類のお茶を飲み比べ、

お湯の温度によって同じ茶葉でも味わいに違いが生じる

ことを学びました。その後は，教えていただいた方法を実

践しました。ぜひ，家庭生活にも今回学んだことを生かし

てほしいと思います。 


